
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学基礎 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「高等学校 化学基礎」 （数研出版） 

副教材等 「【新課程】ゼミノート化学基礎 教科書の整理から共通テストまで」（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 化学に興味・関心をもって、一緒に学習に取り組みましょう。 

 また、化学は既習事項を積み上げて、理解していく科目です。 

 振り返りシートやプリント、動画、問題集を組み合わせて、より深く学習していきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

(a) 日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め、目的意識をもって観察・実

験などを行い、化学的に探究する能力と態度を育てる。 

(b) 化学の基本的な概念や 原理・法則を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

(c) 現代の生活を支える化学の役割や物質と人間生活とのかかわりについて理解を深める。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

現代の生活を支える化学の役

割や物質と人間生活とのかか

わりについて理解し、知識を

身につけている。また、観察、

実験などの基本操作やそれら

の過程、結果を的確に記録、

整理し、自然の事物・現象を

科学的に探究する技能の基礎

を習得している。 

現代の生活を支える化学の役

割や物質が、人間生活に果たし

てきた役割について問題を見

いだし、観察、実験などを通し

て、事象を科学的に考察し、導

き出した考えを的確に表現し

ている。 

現代の生活を支える化学の役

割や物質が人間生活に果たし

てきた役割について興味・関心

をもち、意欲的に探究しようと

する態度で学習に臨んでいる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

物
質
の
構
成
と
化
学
結
合 

① 物質の構成 

② 物質の構成粒子 

③ 粒子の結合 

a:物質の構成粒子や粒子が結合

するしくみついて、理解する。 

b:物質の構成粒子や粒子が結合

するしくみについて、分類や説明

ができる。 

c:学習した内容を、現代の生活に

おける身近な製品や環境問題な

どと結びつけ、意欲的に理解しよ

うとしている。 

定 期 考

査 

 

小テスト 

定 期考

査 

 

小テスト 

提 出 課

題 

 

振り返り

シート 

２
学
期 

物
質
の
変
化 

① 物質量と化学反応式 

 

a:化学特有の考え方である物質

量について、理解する。 

b:物質量を用いて、事象を科学的

に考察し、導き出した考えを的確

に表現している。 

c:学習した内容を、現代の生活に

おける身近な製品や環境問題な

どと結びつけ、意欲的に理解しよ

うとしている。 

定 期 考

査 

 

小テスト 

定 期考

査 

 

小テスト 

提 出 課

題 

 

振り返り

シート 

② 酸と塩基の反応 a:酸と塩基の性質について、理解

する。 

b:酸と塩基の性質や中和反応を

科学的に考察し、導き出した考え

を的確に表現している。 

c:学習した内容を、現代の生活に

おける身近な製品や環境問題な

どと結びつけ、意欲的に理解しよ

うとしている。 

定 期 考

査 

 

小テスト 

定 期考

査 

 

小テスト 

提 出 課

題 

 

振り返り

シート 

３
学
期 

③ 酸化還元反応 a:酸化還元反応について、理解す

る。 

b:酸化還元反応が、電子の授受で

あることを科学的に考察し、導き

出した考えを的確に表現してい

る。 

c:学習した内容を、現代の生活に

おける身近な製品や環境問題な

どと結びつけ、意欲的に理解しよ

うとしている。 

定 期 考

査 

 

小テスト 

定 期考

査 

 

小テスト 

提 出 課

題 

 

振り返り

シート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


